け さ すきま 

私 は 今朝の 目覚めに 戸の 透 間から さす 朝の 光り を眺 

うぐいす 

めて、 早く 鶯 が 夢 を ゆすりに 訪れて 来て くれる よう 

き さ ら き 

になれば よいと 春 暁の 心地よ さ を 思った。 如月 は 名ば 

かりで 霜柱 は 心まで 氷らせる ように 土 を もちあげ、 

のきば くリ やまお け つらら 

軒端に 釣った 栗 山 桶から は 冷たそう な 氷柱が さが つ て 

がけ しの ざ さ 

いる。 崖の 篠笹 にからむ 草の 赤い 実 を あさりながら 

こと リ さ えず 

小禽は 囀 つてい る。 

ひよ リ 

寒明けの 日和 は おだやかで、 老人た ちが 恋しがる ば 

かりで はない 日の 光り はの どか だ。 

(ほんと に 早く 鶯の声 を 聴く ようにな ると いいな) 

あの 寝 ざめ の、 麗音 をな つかしみながら 私 は 眩 やい 



綾之助の 芸 から、 すこしで も 多く、 期待した 感興 を 得 

ようとした。 

—— あのと きの 綾之助の 語 リロ は 堅実で あつたと、 

がんみ 

耳の 底に のこる 記憶 を、 玩味す るよう に 思 出して いた。 

彼女の 「野 崎 村」 は艷 にと ぼしかった といえる かも 知 

れ なかった が、 野 # のよう なお 光と、 白梅の ような 久 

うす 

松と、 淡 紅梅のお 染 とがよ く 語り わけられて、 そのう 

ちに もお 染は ともす ると、 はす はに なりが ちで あるの 

^う^ つ 

を しっとりと 品よ く、 大 どころ の 秘蔵 娘 を 彷彿 させた 

と、 あのき りり とした 綾之助の 面影まで 思いう かべる 

のだった。 そのうちに また 鶯の ことが かえって くると、 



ほど ある。 大蔵大臣であった 山 本 達 雄 氏な ど は 大阪に 

ちょうぎ 

ゆく ときつ と 呂昇を よんで、 寵妓の 見張り を申附 けら 

こころ やすだ て 

れ るまでに 心安 立の なかであった。 夫人 連に も それ 

はと やま 

に 劣らぬ 矗属の 競争が あつたが、 鳩 山 春 子 女史が 以前 

は 大嫌いであった 義太夫節が、 呂昇を 聴いて から 急に 

かど 

呂昇 びいき になった というの にも、 呂 昇の 角の ない 交 

際ぶ りと、 性格の 一面が 見える ではない か。 

呂 昇の 芸に は、 柔らかい 腕 を ゆるゆると 巻きつけて 

ひきし 

いって、 やがて キュッ と引緊 める ような ところが ある _ 

春の 夜に 降る 雨の ように、 人の 心 を 溶かして しまうよ 

ひきず 

うなと ころが ある。 夢心地に 曳摺 つてい つて、 ひよ い 



彼女の 水々 しい 色白の 丸顔と あの 声 を 聴いて いると、 

生れが 明治 六 年 だと はどうしても 噓 のよう な 気がする。 

ごじょう れん 

来る たびに 若くな つ て 来る と は御定 連で さえ も 洩らす 

讃美で ある。 彼女の 生活が、 芸術の ためによ つて 生き 

る 意義 を 見出す とき、 彼女が 永遠に 若き 生命の 所有者 

である こと を 認めなければ なるまい。 私 は 思う、 彼女 

はこの 後ます ます 若くなる であろう という 事 を。 そし 

て 彼女の 芸 はます ます 堂に入る であろう という こと を。 

づ ^ 

呂 昇の 日常 は、 恒に おだやかな ものである という。 

彼女の 心静かに 住みな す 家に は、 召使いの 一 両人が、 

彼女の 思念 を 乱さぬ ようにと つ つまし やかに 仕えて い 



や つ おおす み そうそう 

ほかに 弥津 太夫、 大隅 太夫、 呂 太夫の 錚々 たるが あり、 

とうえん すえ とら なが ひろ てるぎ よく たてもの そろ 

女 義には 東 猿、 末 虎、 長 広、 照 玉と 堂々 と 立 者が 揃つ 

ていた。 さは あれ、 呂昇 はよ き師 をと り、 それに 了 $ 

不 乱の 勤勉と、 天性の 美音と が、 いつまでも 龃 出しの 

たびがらす ゆか ほん 

旅烏に してお かなかった。 床 本と お 弁当と を もって、 

文楽 座に 通う の を 毎日の 仕事と し て いた 他意な き 熱心 

じょうせき はリ じゅう 

さ を、 大阪 第一流の 女義の 定席、 播 重の 主人に みと 

めら れ たのが 出世の はじまり となった。 めきめきと 売 

出した 時に、 播 重の 手から 八 百 円の 手切れ金 を 立 替え 

て、 不思議な 紳士と も 手 を 断る 事が 出来た が、 しかし 

ながら また 一方に は、 播 重に 自由 を 束縛され てし まい 
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